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京都大学 (吉田キャンパス) で, 9月 18・19
日に経営哲学学会 2009年度の全国大会が開かれ
た｡ 今年の統一論題は ｢株主市場主義を超える経

























摘した上で, ｢現代の経営哲学は, ｢信頼｣ と ｢多
様性｣ の保持にその基礎を求め, 社会生活全体の
安全・安心を確保しなければならない｣ と主張し








識との関連性 ｣ を発表した｡ 本発表では, 企
業の社会的責任における法的責任, 及び企業の社
会的責任に対する中国の経営者の認識を考察した
上で, 中国の経営者は企業の社会的責任に対して
極めて高い認識を持っていること, 企業の社会的
責任において法的責任をかなり意識していること
を明らかにした｡ しかし, 中国企業の不祥事が多
発しているのも現状であり, その主な原因は認識
に留まり, 企業の社会的責任を意識しながら行動
しないことと監督の不徹底さを指摘した｡ さらに,
企業の社会的責任を果たすためには, 法律・法規
の制定も重要と思われるが, それより重要と思わ
れるのは経営者の経営理念, 経営哲学であること
を示した｡
大会の 2日間は晴天に恵まれたが, 夜には少し
寒気がある京都であった｡ 本大会は私自身にとっ
て実り多き成果を上げた大会で, 学問的にも大き
な刺激を受けた大会でもあった｡
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